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表彰等
令
和
２
年
度
秋
季
善
行
表
彰

　

能の

勢せ　
正ま

さ

代よ　
氏　
（
富
口
）

　
永
年
に
わ
た
り
成
東
・
東
金
食
虫
植
物

群
落
の
保
全
・
啓
蒙
普
及
活
動
に
尽
力
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
社
団
法
人
日
本
善
行
会

か
ら
自
然
と
文
化
財
保
護
の
分
野
で
善
行

表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
市
役
所
で
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま

し
た
。

山
武
市
表
彰

善
行
表
彰

　

株
式
会
社
ナ
ミ
カ
ワ
不
動
産　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
成
東
）

　
地
方
独
立
行
政
法
人
さ
ん
む
医
療
セ
ン

タ
ー
に
対
し
、
多
額
の
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

槍う
つ

木ぎ　
勝か

つ

典の
り　
氏　
（
横
田
）

　
教
育
行
政
の
た
め
に
多
額
の
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

納
税
表
彰
者

東
金
税
務
署
長
感
謝
状

　

櫻さ
く
ら

田だ　
基も

と

介す
け　

氏　
（
松
ケ
谷
イ
）

　
公
益
社
団
法
人
東
金
法
人
会
の
理
事
な

ら
び
に
山
武
第
２
支
部
長
と
し
て
、
支
部

会
員
の
指
導
・
育
成
、
租
税
活
動
等
、
税

務
行
政
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人
東
金
法
人
会
会
長
感
謝
状

　

有
限
会
社　
津
留
八

　
代
表
取
締
役　
中な

か

嶋じ
ま　
久ひ

さ

雄お　
氏

　

�

（
雨
坪
）

　

有
限
会
社　
古
谷
葬
祭

　
代
表
取
締
役　
古ふ

る

谷や　
富と

み

保や
す　
氏

�
　
（
松
尾
町
猿
尾
）

　
公
益
社
団
法
人
東
金
法
人
会
の
役
員
と

し
て
、
会
員
の
指
導
育
成
お
よ
び
組
織
の

充
実
な
ら
び
に
税
知
識
の
普
及
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
税
理
士
会
東
金
支
部
長
感
謝
状

　

千ち

葉ば　
衛ま

も
る　
氏　
（
椎
崎
）

　
千
葉
県
税
理
士
会
東
金
支
部
会
員
と
し

て
、
支
部
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
、
会

務
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文

東
金
税
務
署
長
賞

　
千
葉
県
立
松
尾
高
等
学
校
３
年

　
　
　
　
　

浦う
ら

上か
み　
莉り

奈な　
さ
ん

中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

東
金
税
務
署
長
賞

　
蓮
沼
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　

加か

瀬せ　
里り

の
あ愛　
さ
ん

　
松
尾
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　

秋あ
き

葉ば　
美み

咲さ
き　
さ
ん

一
般
社
団
法
人

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
表
彰

　　

中な
か

村む
ら　
幸ゆ

き

雄お　
氏　
（
津
辺
）

　
多
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
の
推
進
に
鋭

意
努
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
表
彰

　　

矢や

光こ
う　
素も

と

子こ　
氏　
（
和
田
）

　
多
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
の
振
興
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

食
品
衛
生
大
会
受
賞
者

食
品
衛
生
指
導
員
全
国
大
会

（
公
社
）日
本
食
品
衛
生
協
会
理
事
長
表
彰

食
品
衛
生
指
導
員

　

木き

内う
ち　
幹み

き

雄お　
氏　
（
津
辺
）

千
葉
県
食
品
衛
生
大
会

千
葉
県
知
事
表
彰　
食
品
衛
生
優
良
施
設

　

有
限
会
社　
ニ
ュ
ー
太
洋　
様

（
公
社
）千
葉
県
食
品
衛
生
協
会
長　
食
品

衛
生
功
労
者

　

佐さ

瀬せ　
繁し

げ

一か
ず　
氏　
（
成
東
）

交
通
安
全
指
導
員
表
彰

関
東
交
通
安
全
協
会
連
合
会
表
彰

　
交
通
安
全
功
労
者

　

鈴す
ず

木き　
雅ま

さ

夫お　
氏　
（
松
尾
支
部
）

交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
銅
章
」

全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

　
交
通
優
良
運
転
者

　

渡わ
た

邉な
べ　
恒こ

う

二じ　
氏　
（
松
尾
支
部
）

千
葉
県
警
察
本
部
長
・

千
葉
県
交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

　
交
通
安
全
功
労
者

　

行な
め

木き　
澄す

み

子こ　
氏　
（
成
東
支
部
）

　

大お
お

木ぎ　
美よ

し

英ひ
で　
氏　
（
松
尾
支
部
）
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マイナンバーカードを作ってマイナポイントをもらおう
マイナンバーカードとは？

どんな準備をすればいいの？

マイナポイントとは？
マイナンバー（個人番号）が記載された顔
写真付のカードです。
本人確認の身分証明書として利用できるほ

か、コンビニエンスストアで住民票や印鑑証
明書などが取得できます。また、税務署への
確定申告などがインターネットでできます。

ポイントの付与を受けるためには下記の３つの手順で準備することが必要です。

マイナンバーカードの取得　申請から受け取りまで１カ月程度かかります。
１　郵送やオンラインで申請
　　�スマートフォンやパソコンなどからオンライン申請が便利です。
　　�申請書がお手元にない方は、市民課へお問い合わせください。また、郵送で申請をする方で

手続きに不安のある方は市民課でお手伝いします。
２　受け取りの案内を郵送
　　市役所からご自宅へ受け取りのご案内を郵送します。
３　市役所でカードの受け取り
　　受け取りは予約制となっておりますので、市民課へご連絡ください。

マイナポイントの申し込み
　マイナンバーカードを取得したらマイナポイントを申し込みましょう。オンライン申請のほ
か、市民課の窓口や携帯電話事業者などのマイナポイント手続きスポットで申し込むことができ
ます。
　手続きには、マイナンバーカードと４桁のパスワード（マイナンバーカード交付時に設定した
暗証番号）、キャッシュレス決済サービスを特定する番号などが必要です。お好きなキャッシュレ
ス決済サービスを1つ選択して、手続きは完了します。マイナポイントの申し込みに必要な端末
をお持ちでない方や操作に不安のある方は市民課でお手伝いします。（予約制）

マイナポイントの受け取り
　申し込みの際に選択したキャッシュレス決済サービスを利用して、チャージまたは買い物を
するとマイナポイントが受け取れます。マイナポイントが受け取れるのは、３月31日まで＊2の
チャージまたは買い物が対象です。
※ポイントを受け取るタイミングや受け取ったポイントの有効期限などについては、キャッシュ
レス決済サービスによって異なります。

マイナンバーカードの
受け取りなどに関する

お問い合わせ

マイナンバー制度全般
に関するお問い合わせ

マイナンバーカードを活用して、キャッ
シュレス決済サービス＊1を選び、一定額
のチャージなどをすることでお買い物な
どに利用できるポイントがもらえる仕組
みです。3月31日まで＊2 のチャージなど
がポイント付与の対象です。

１人当たり25％
（上限5000円分）
もらえます。

＊1 �紙幣や硬貨などの現金を使用せず、「電子マネー」、「ICカード」、スマートフォンなどを利用した「QRコード」などで決済をする手段のこと。
＊2 �総務省において9月末までの制度延長を検討中です。詳細が決まり次第お知らせします。

STEP1

STEP2

STEP3

T　市民課　☎0475（77）8110

国のマイナンバー総合フリーダイヤル　　　0120（95）0178
［午前9時30分～午後8時（土曜・日曜・祝日は午前9時30分～午後5時30分）］
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募集期間

　2月1日㈪～2月28日㈰
申込方法
「山武市自転車等駐車場利用登録申請書」に必要事項をご記入
ください。申請書はＪＲ成東駅前・新町・日向駅前の自転車駐
車場および市役所市民課市民生活係窓口にもご用意しており
ます。
また指定管理者のホームページからもダウンロードできます。
申請書は株式会社リンレイサービス山武営業所に郵送いた
だくか、またはＪＲ成東駅・日向駅の各自転車駐車場に備え付けのポストに投函してください。
応募条件
学生の方は、学生証または入学許可候補内定通知等のコピーを添付してください。
※�学生の方で試験の合否が出ていない方も申し込みいただき、後日、内定通知書の提出または申し
込みのキャンセルをしてください。
　�利用申請はお一人一台とさせていただきます。利用の権利をご家族や第三者に譲渡することはで
きません。
申し込み多数の場合
申し込み数が収容台数を超えた場合は、公正な抽選により決定します。ご了承ください。抽選結
果は申し込みいただいた全員に郵送で通知いたします。
申請書送付先およびお問い合わせ先
株式会社リンレイサービス　山武営業所　（山武市自転車等駐車場指定管理者）
〒 289-1324　山武市殿台 264-6　小川貸事務所 2階
☎ 0475（80）0300　Hhttp://www.rinrei-service.co.jp/sammushi/index.html

※日向第 2に屋根はありません。自転車と二輪車合計で 170 台まで収容可能です。

場所
自転車 原動機付自転車および125cc以下の

普通自動二輪車
1カ月の利用料 台数 1カ月の利用料 台数

成東駅前第1自転車駐車場
市内一般 300円

500台
市内一般 400円

60台
市内学生 200円 市内学生 300円

日向駅前第1自転車駐車場
市外一般 600円

271台
市外一般 800円

87台
市外学生 400円 市外学生 600円

日向駅前第2自転車駐車場
市内在住 50円

170台
市内在住 50円

170台
市外在住 100円 市外在住 100円

令和３年度
成東駅前・日向駅前の有料自転車等駐車場の利用者募集
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　ご存じですか？産後ケア
さんむ医療センターでは『産後ケア入院』を実施しています。
産後ケア入院とは、出産後のお母さんと赤ちゃんの心身の回復を目的としたショートステイです。助産師
が主体となり、お母さんと赤ちゃんをサポートさせていただきます。
産後ケア入院では、「まだ赤ちゃんとの生活に慣れていなくてこのまま自宅に帰るのはちょっと心配」「母
乳をもう少し頑張ってみたい」「自宅へ帰る前に体を休めたい」など、皆さまのご希望に合わせたケアを提供
させていただきます。

　◆ご利用いただける方
　　産後８週までのお母さんと赤ちゃん

　◆ご利用料金
　　1日あたり　22000円
　　（個室使用料、食事代、アメニティ利用料込）

　◆サポート内容
　　・乳房ケア
　　・授乳の支援　
　　・沐浴の練習
　　・お母さんの休息のお手伝い
　　・退院後の過ごし方のアドバイス

　◆申し込み方法
　　平日午前９時～午後５時までの間にお電話にて申し込みください。
　　代表につながりますので『産後ケア入院の予約」とお伝えください。
　　ご利用の2日前までにお申し込みください。
　　　☎0475（82）2521（代表）

　★�山武市産後ケア事業を利用することにより、1日当たり2200円（多胎の場合300円/1人加算）の負担金
で産後ケア入院をすることができます。山武市産後ケア事業を利用するには所定の要件を満たし、利用
申請をする必要があります。

　　�事業の詳細および申請に関しては「はぴねす」(山武市子育て世代包括支援センター ☎0475（80）1381）
へお問い合わせください。

　成田国際空港周辺企業への就業促進の流れをつくる一環として2018年10月から運行してき
た、さんむウイングライナー（成田方面への路線バス）は、３月末で実証実験運行を終了します。
　本格運行は、成田国際空港の第３滑走路（Ｃ滑走路）の新設など空港の機能強化の進展に併せ
て、再度検討していきます。これまでご利用いただき、ありがとうございました。
◆ご利用中のみなさまへ
　３月31日まで、さんむウイングライナーは運行します。
　4月1日以降、順次、バス停を撤去し、専用駐車場等を閉鎖しますのでご注意ください。
T　企画政策課　☎0475（80）1131

さんむ医療センターからのお知らせ

さんむウイングライナーの実証実験運行が終了します
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昭
和
㊲
年
４
月
２
日
～
昭
和
�
年�

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
の
皆
さ
ま
へ

あ
な
た
と
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く

る
世
代
の
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
、
ま

ず
は
風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
！
そ
の
結
果
、
抗
体
価
が
低

い
・
な
い
と
さ
れ
た
方
は
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

風
し
ん
は
、
免
疫
の
な
い
女
性
が
妊

娠
中
に
感
染
す
る
と
胎
児
に「
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
」と
い
う
病
気
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
世
代
の
男

性
は
、
幼
少
期
に
公
的
な
予
防
接
種
を

受
け
る
機
会
が
な
く
、
抗
体
保
有
率
が

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者　
山
武
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
る
昭
和
37
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
の
間
に

生
ま
れ
た
男
性
の
方

受
診
方
法
等　
市
で
発
行
す
る
ク
ー
ポ

ン
券
を
使
用
し
、
事
業
実
施
医
療
機

関
等
で
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。
ま

ず
は
抗
体
検
査
か
ら
受
け
ま
し
ょ

う
。
予
防
接
種
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
は
必
ず
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

※
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
を
希
望
す
る
場

合
は
、
健
康
支
援
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
無
料
で
受
け
ら
れ
る
の
は
、
令
和
４

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
１

な
る
ほ
ど
！
健
康
塾

知
っ
て
る
？
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ��

�

～
災
害
時
常
備
食
ク
ッ
キ
ン
グ
～

災
害
時
簡
単
に
出
来
る
調
理
方
法
を

紹
介
し
ま
す
。

日　
時　
１
月
29
日
㈮
午
前
10
時
～
午

後
１
時
30
分（
受
付
午
前
９
時
45
分

～
）

場　
所　
成
東
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対　
象　
市
民

内　
容　
講
話
と
調
理
実
習

定　
員　
８
人（
先
着
順
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

参
加
費　
５
０
０
円

申
込
期
間　
１
月
４
日
㈪
か
ら（
平
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾

２
枚
、手
拭
き
タ
オ
ル
、筆
記
用
具
、

水
分
補
給
で
き
る
も
の

※
受
講
さ
れ
る
前
の
体
調
チ
エ
ッ
ク
や

体
温
測
定
、
マ
ス
ク
の
着
用
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

S�

・
T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
２

主　
催　
山
武
市
保
健
推
進
員
協
議
会

　国民年金は、年をとったとき、病気やケガで障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったと
きに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
国民年金は20歳以上60歳未満の方は加入することが義務付けられています。20歳になった方に
は、日本年金機構から、国民年金に加入したことをお知らせする案内が送付されます（厚生年金
に加入している方を除く）。

　なお、所得の少ない学生や、経済的に保険料※の納付が困難な方は、「学生納付特例制度」や「免
除・納付猶予制度」など保険料の支払いが免除・猶予される制度があります。
詳しくは千葉年金事務所または国保年金課へお問い合わせください。
※令和２年度保険料月額…1万6540円、令和3年度保険料月額…1万6610円
T　千葉年金事務所　☎043（242）6320
　　国保年金課　☎0475（80）1142

　健康・福
祉

新成人の皆さんへ　20歳になったら国民年金

被保険者の種類 加入者 加入手続先 保険料の納付方法

第１号被保険者 学生
自営業者など 市役所窓口 各自が納付

第２号被保険者 会社員
公務員など 勤務先 勤務先で納付

（給料から天引き）

第３号被保険者 第２号被保険者に
扶養されている配偶者 配偶者の勤務先 自己負担なし

（配偶者の加入制度が負担）
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医
療
費
通
知
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

医
療
費
通
知（
令
和
２
年
６
月
～
10

月
診
療
分
）を
郵
送
し
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
加
入
の
世
帯
主
の
方

�

１
月
下
旬

◆
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方

�

２
月
上
旬

内
容
に
覚
え
が
な
い
場
合　
記
載
さ
れ

て
い
る
内
容
に
不
明
な
点
が
あ
る
際

は
、
医
療
機
関
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い（
窓
口
負
担
額
は
、
１
円
単
位
で

記
載
さ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
支
払
わ

れ
た
額
は
10
円
未
満
を
四
捨
五
入
し

た
額
に
な
り
ま
す
）。

医
療
費
控
除　
医
療
費
通
知
は
、
医
療

費
控
除
の
申
告
手
続
き
に
使
用
で
き
ま

す
。
通
知
の
原
本
は
、
再
発
行
で
き
ま

せ
ん
。
11
月
以
降
の
医
療
費
や
、
通
知

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
領
収

書
に
基
づ
い
て
別
途「
医
療
費
控
除
の

明
細
書
」を
作
成
し
、
通
知
と
併
せ
て

申
告
書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
申
告
に
関
す
る
こ
と
は
、
税
務
署

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
国
保
年
金
課　

　
国
民
健
康
保
険
の
方

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
方

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
２

交
通
事
故
で
被
保
険
者
証
を
使
用

す
る
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す
！

交
通
事
故
な
ど
第
三
者（
相
手
）の
行

為
に
よ
り
け
が
を
し
た
場
合
で
、
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
を
使
用
し
て

治
療
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」の
届
出
が

必
要
で
す（
無
免
許
運
転
や
飲
酒
運
転

な
ど
重
大
な
違
反
を
犯
し
た
場
合
は
、

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）。

用
意
す
る
も
の　
国
民
健
康
保
険
証
、

免
許
証
、
印
鑑
、
相
手
方
の
連
絡
先

お
よ
び
加
入
保
険
な
ど
の
メ
モ
、
交

通
事
故
証
明
書（
後
日
提
出
も
可
）

◆
医
療
費
負
担
は
加
害
者
の
責
任

第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
受
け
た
傷

病
の
医
療
費
は
、
本
来
加
害
者
が
全
額

負
担
す
べ
き
も
の
で
す
。
被
保
険
者
証

を
使
用
し
治
療
を
受
け
た
場
合
、
国
民

健
康
保
険
で
加
入
者
の
医
療
費
を
一
時

的
に
立
て
替
え
、
あ
と
か
ら
加
害
者
に

費
用
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
示
談
を
す
る
前
に　
示
談
を
済
ま
せ

て
し
ま
う
と
、
そ
の
内
容
が
優
先
さ

れ
て
国
民
健
康
保
険
で
立
て
替
え
た

医
療
費
を
加
害
者
に
請
求
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
示
談
の
前

に
、
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

S�

・
T　
国
保
年
金
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

障
害
者
控
除
対
象
者

�

認
定
書
を
交
付

市
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65

歳
以
上
の
本
人
ま
た
は
、
要
介
護
認
定

者
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
、
所
得
税
や

住
民
税
の
障
害
者
控
除
を
申
告
す
る
と

き
に
必
要
な
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
を
交
付
し
ま
す
。

必
要
な
も
の　

介
護
保
険
被
保
険
者

証
・
本
人
の
印
鑑
・
申
請
者
の
印
鑑

対　
象　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方
で
令
和
２
年
12
月
31
日
を
基
準
日

と
し
て
有
効
な
主
治
医
意
見
書
の
障

害
・
認
知
症
の
日
常
生
活
自
立
度
が

認
定
基
準
に
該
当
す
る
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
介
護
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
該
当
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

認
定
基
準　
主
治
医
意
見
書
の
認
知
症

高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
が
Ⅱ

ａ
・
Ⅱ
ｂ
・
Ⅲ
ａ
ま
た
は
Ⅲ
ｂ
で
あ

る
方
。
特
別
障
害
者
認
定
は
、
主
治

医
意
見
書
の
障
害
高
齢
者
の
日
常
生

活
自
立
度（
寝
た
き
り
度
）が
B1
・

B2
・
C1
ま
た
は
C2
で
あ
る
方
。
認
知

症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
が
Ⅳ

ま
た
は
Ｍ
で
あ
る
方
。

申
込
開
始　
１
月
18
日
㈪

S�

・
T　
高
齢
者
福
祉
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
４
１

医
学
生
奨
学
金
等
貸
付
者
募
集

将
来
、
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
に
勤

務
を
希
望
す
る
医
学
部
大
学
生
、
臨
床

研
修
医
、
大
学
院
生
に
対
し
、
奨
学
金

等
を
貸
し
付
け
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

募
集
要
項
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
３

H�https://w
w
w
.city.sam

m
u.lg.jp/

page/page002801.htm
l

奨学金 修学一時金
貸付額 月額20万円 1000万円
募集人数 ２人 １人

償還免除の条件
（修学一時金は
利息部分のみ）

臨床研修・大学院課程修了後すぐに貸付
期間と同期間医師としてさんむ医療セン
ターに勤務

貸付条件
・市内に５年以上住民登録している
・�さんむ医療センターにおいて勤務意思
がある

・他の奨学金を利用していない
申請期限 ３月19日㈮
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芸
術
文
化
ス
ポ
ー
ツ
活
動

�

報
奨
金
制
度

市
で
は
、
芸
術
文
化
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
一
層
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
芸
術
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
精
励
し
、
全
国
大
会
等
に
出
場
す
る

個
人
や
団
体
に
報
奨
金
を
交
付
す
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
報
奨
金
の
交
付

を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育

総
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者

・
山
武
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

・
市
内
に
拠
点
を
有
す
る
団
体
で
、
そ

の
団
体
の
構
成
員
の
う
ち
、
山
武
市

に
住
民
登
録
が
あ
る
方
が
過
半
数
を

占
め
る
団
体

・
そ
の
他
市
長
が
特
に
適
当
と
認
め
た

個
人
ま
た
は
団
体

対
象
大
会　
国
際
大
会
、
全
国
大
会
、

関
東
大
会
等
の
規
模
で
開
催
さ
れ
る

国
、
地
方
公
共
団
体
、
公
益
法
人
、

報
道
機
関
そ
の
他
の
団
体
が
、主
催
、

共
催
ま
た
は
後
援
す
る
大
会
で
、
予

選
会
、
選
考
会
等
の
選
抜
手
続
き
を

経
て
出
場
も
し
く
は
出
品
す
る
大
会

ま
た
は
厳
正
か
つ
明
確
な
基
準
に
よ

り
出
場
も
し
く
は
出
品
す
る
大
会

報
奨
金
の
額

　
報
奨
金
の
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

T　
教
育
総
務
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
４
３
１

申
請
は
お
早
め
に
！

�

結
婚
新
生
活
補
助
金

申
請
期
限　
３
月
１
日
㈪

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終

了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

主
な
対
象
条
件　
令
和
２
年
１
月
１
日

か
ら
令
和
３
年
２
月
28
日
ま
で
に
婚

姻
届
け
を
提
出
し
、
受
理
さ
れ
た
夫

婦
で
、
お
二
人
の
所
得
の
合
計
が
３

４
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。

対
象
費
用

①
結
婚
を
き
っ
か
け
に
新
た
に
住
宅
を

購
入
ま
た
は
賃
借
し
た
際
に
か
か
る

費
用

②
引
越
し
業
者
な
ど
に
支
払
っ
た
費
用

補
助
額　

①
夫
婦
共
に
34
歳
以
下
の
場
合（
上
限

額
30
万
円
）

②
前
記
①
以
外
の
場
合（
上
限
額
15
万

円
）

※
住
宅
購
入
の
場
合
は
、
①
②
の
上
限

額
に
20
万
円
を
上
乗
せ
。

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

S�

・
T　
企
画
政
策
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
３
２

H�https://w
w
w
.city.sam

m
u.lg.jp/

page/page001004.htm
l

中
小
企
業
運
営
資
金

�

利
子
補
給
制
度
の
ご
案
内

利
子
補
給
率　
年
利
子
支
払
額
の
㊿
％

以
内（
延
滞
利
子
を
除
く
）

利
子
補
給
の
限
度
額　
１
事
業
者
に
対

し
て
㉚
万
円
以
内

申
請
受
付
期
間　
１
月
４
日
㈪
～
29
日
㈮

申
請
先　
山
武
市
商
工
会

　
（
松
尾
町
松
尾
１
８
３
︱

４
）

※
申
請
状
況
に
よ
り
補
給
率
・
補
給
額

が
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※
対
象
資
金
や
申
請
書
類
等
、
詳
細
は

広
報
さ
ん
む
12
月
号
、
ま
た
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

H�https://w
w
w
.city.sam

m
u.lg.jp/

page/page001833.htm
l

S�

・
T　
山
武
市
商
工
会

�

☎
０
４
７
９（
８
６
）５
１
４
７

T　
わ
が
ま
ち
活
性
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
０
１

事
業
承
継
個
別
相
談
会
に
つ
い
て

事
業
承
継
を
お
考
え
の
方
や
後
継
者

が
い
な
い
た
め
お
悩
み
の
方
な
ど
に
専

門
家（
千
葉
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
）が
個
別
に「
親
族
内
承
継
」、「
親

族
外
承
継
」、「
Ｍ
＆
Ａ
」な
ど
事
業
承
継

の
ケ
ー
ス
別
に
御
相
談
に
応
じ
ま
す
。

事
前
予
約
制
で
す
。
お
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
２
月
24
日
㈬

場　
所　
山
武
市
商
工
会

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
２
月
22
日
㈪

S�

・
T　
山
武
市
商
工
会

�

☎
０
４
７
９（
８
６
）５
１
４
７

暮
ら
し・環
境

育
教・
て
育
子

大会種別
報奨金の額

個人
（1人当たり）

団体
（1団体当たり）

関東大会等県大会を
超える規模の大会 1万円 3万円

全国大会 2万円 5万円

国際大会 5万円 10万円
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就
職
活
動
を
応
援
し
ま
す
！

�

セ
ミ
ナ
ー
＆
相
談
会
開
催（
参
加
無
料
）

①
面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー（
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
ち
ば
・
旭
市
・
匝
瑳
市
・
山
武

市
・
横
芝
光
町
共
催
）

期　
日　
１
月
27
日
㈬

場　
所　
旭
市
商
工
会
館

　
（
旭
市
ロ
の
７
９
５
︱

６
）

◆
セ
ミ
ナ
ー

時　
間　
午
後
１
～
３
時

対　
象　
就
職
を
希
望
し
て
い
る
15
～

44
歳
ま
で
の
方

定　
員　
20
人（
予
約
制
）

持
ち
物　
筆
記
用
具

◆
相　
談

時　
間　
午
後
３
時
～

対　
象　
同
日
開
催
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

定　

員　

１
人
15
分
程
度
４
人
ま
で

�

（
予
約
制
）

②
シ
ニ
ア
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー（
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
・
匝
瑳
市
・
山
武
市
・
香
取

市
・
旭
市
・
横
芝
光
町
主
催
）

期　
日　
１
月
28
日
㈭

場　
所　
匝
瑳
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
―

３
５
）

◆
セ
ミ
ナ
ー

時　
間　
午
前
10
時
～
正
午

テ
ー
マ　
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

対　
象　
概
ね
55
歳
以
上
の
方

定　
員　
27
人（
予
約
制
）

◆
相　
談

時　
間　
午
後
１
時
30
分
～

対　
象　
同
日
開
催
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

定　

員　

１
人
30
分
程
度
４
人
ま
で

�

（
予
約
制
）

③
役
立
つ
！
全
年
齢
向
け
再
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー（
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
・
香
取
市
・
匝
瑳
市
・

山
武
市
・
旭
市
・
横
芝
光
町
主
催
）

期　
日　
２
月
１
日
㈪

場　
所　
香
取
市
役
所
５
階
大
会
議
室

（
香
取
市
佐
原
ロ
２
１
２
７
）

◆
セ
ミ
ナ
ー

時　
間　
午
前
10
時
～
正
午

テ
ー
マ　
就
職
ス
キ
ル
に
つ
い
て

対　
象　
在
職
・
求
職
中
問
わ
ず
就
職

活
動
中
の
方

定　
員　
30
人（
予
約
制
）

◆
相　
談

時　
間　
午
後
１
時
30
分
～

対　
象　
同
日
開
催
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

定　

員　

１
人
30
分
程
度
４
人
ま
で

�

（
予
約
制
）

S�

・
T　
わ
が
ま
ち
活
性
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
０
１

※「
雇
用
保
険
受
給
者
証
」を
お
持
ち
の

方
は
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

�

本
セ
ミ
ナ
ー
は
雇
用
保
険
受
給
中
の

就
職
活
動
実
績
と
な
り
ま
す
。

浄
化
槽
の
維
持
管
理

◆
浄
化
槽
は
、

微
生
物
の
力
で

水
の
汚
れ
を
分

解
す
る
装
置
で

す
。
こ
の
浄
化

槽
が
正
し
く
働

き
続
け
る
た
め
に
、
浄
化
槽
法
で
は
、

浄
化
槽
を
使
う
人
に「
保
守
点
検
」「
清

掃
」「
法
定
検
査
」と
い
う
３
つ
の
義
務

を
定
め
て
い
ま
す
。

①
保
守
点
検

保
守
点
検
は
、
県
に
登
録
し
た
専
門

業
者
に
頼
み
ま
し
ょ
う（
作
業
は
技
術

上
の
基
準
が
あ
り
、
一
般
の
方
に
は
困

難
な
点
も
あ
り
ま
す
）。

ま
た
、
浄
化
槽
処
理
対
象
人
員
に
応

じ
た
点
検
回
数
を
実
施
し
、
３
年
間
分

の
保
守
点
検
記
録
票
を
保
存
し
ま
し
ょ

う
。
浄
化
槽
の
処
理
対
象
人
員
20
人
以

下
で
４
カ
月
に
１
回
以
上
で
す
。

②
清
掃

清
掃
は
、
山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合

管
理
者
の
許
可
を
受
け
た
業
者
に
年
１

回
以
上
実
施
し
、
３
年
間
分
の
清
掃
記

録
票
を
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

③
法
定
検
査

浄
化
槽
の
設
置
工
事
、
保
守
点
検
お

よ
び
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か

を
検
査
す
る
た
め
、
浄
化
槽
の
使
用
開

始
後
お
よ
び
年
１
回
、
県
の
指
定
検
査

機
関
に
よ
る
法
定
検
査
を
受
検
し
ま

し
ょ
う
。

T�　浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と

　
千
葉
県
山
武
地
域
振
興
事
務
所

�

☎
０
４
７
５（
５
５
）３
８
６
２

保
守
点
検
・
清
掃
に
関
す
る
こ
と

　

�

一
般
社
団
法
人

�

千
葉
県
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
３（
２
４
５
）４
２
２
２

法
定
検
査
の
申
込
先

　

�

公
益
社
団
法
人

�

千
葉
県
浄
化
槽
検
査
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
３（
２
４
６
）６
２
８
３


